2015年10月22日

(公社)日本パブリックリレーションズ協会
顕　　彰　　委　　員　　会

会員の皆さまにおかれましてはご清栄のこととお喜び申し上げます。

恒例の「日本ＰＲ大賞 パーソン・オブ・ザ・イヤー」「日本ＰＲ大賞 シチズン・オブ・ザ・
イヤー」受賞候補者のご投票及び候補者以外のご推薦をお願い申し上げます。

つきましては、下記URLより投票用紙をダウンロードいただき、ご記入の上、ＦＡＸ・メール

にてご返送いただければ幸いです。

なお、パーソン及びシチズンの候補者（別紙）は、9月のプロジェクトチームの予備選考を経て、

9月～10月にかけて開催された顕彰委員会で絞り込んだ方々です。
記

＜投票要領＞

1．記入方法 ： 別紙「推薦理由」をご一読いただき、「日本ＰＲ大賞 パーソン・オブ・ザ・イヤー」は話題性や好感度、発想の斬新さなどの観点から、経済活動、文化・スポーツ、社会、教育などの分野で、今年、情報発信など広報・ＰＲの観点から「広報・ＰＲに貢献した」人物を、「日本ＰＲ大賞 シチズン・オブ・ザ・イヤー」は長年にわたり、一般にはあまり知られていないが、企業や市井で独創的な広報・ＰＲ活動を実践し、広く社会や地域或いは団体の発展に寄与し奨励に値する成果を収めた人またはグループ（ＮＰＯを含む）を３つ以内選び、最左欄に◯を記入してください。
2.  締 切 日 ： 2015年10月30日（金）
※　受賞者は、お送りいただいた会員投票をもとに顕彰委員会で審査し、決定いたします。

(公社)日本パブリックリレーションズ協会　行

2015年度「日本ＰＲ大賞 パーソン・オブ・ザ・イヤー」会員投票用紙

【定　義】

パブリックインタレスト（公益）に貢献し、かつ話題性や好感度、発想の斬新さなどを観点に、その年に経済活動、文化･スポーツ、社会･教育などの分野でＰＲ（パブリックリレーションズ）の視点から、この年に最も活躍した人を表彰する。

※　以下6名から、受賞にふさわしい方3名以内を選び、左の欄に◯を付けてください。
※　以下の受賞候補者以外にどなたか推薦する方がいらっしゃいましたらお名前と推薦理由を書いて

　　 ご返信ください。
締 切 日 ： 2015年10月30日（金）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（氏名50音順・敬称略）

	
	受 賞 候 補 者
	推　　薦　　理　　由

	
	泉谷直木
	アサヒグループホールディングス（株）
代表取締役社長　ＣＥＯ
	53歳のときに東京支社長として初めて営業を担当するまで、広報課長、広報部長と、長年広報畑を歩み、CI導入では中心的な役割を果たした。2010年に社長に就任すると、国内酒類市場の縮小など企業環境の変化に対応するため持株会社へ移行。海外進出の強化、M&Aなど、積極的な経営を推進。内外で勉強家としても知られ、CI、広報・コミュニケーション戦略に関する著作もある。2013年に経済広報センターの「企業広報経営者賞」を受賞。


	
	萩本欽一
	コメディアン／タレント／司会者／

ラジオパーソナリティ／演出家
	73歳で駒澤大学仏教学部の社会人入試に合格し、大きな話題を呼ぶ。昨年、舞台を引退してから「ボケ防止に」受験勉強を始め、英語に苦労するも独自の勉強法を編み出して苦手を克服。猛勉強の結果、ストレート合格。73歳での新たな挑戦と、大学に入って学ぼうとする姿は、同世代はもちろん、年下の世代にも勇気と希望を与えたとの声も。何歳になっても新しいチャレンジに立ち向かい、自分の世界を広げていけることを、著名人自ら実践し、広い世代に共感を呼んだ。


	
	又吉直樹
	お笑いタレント／脚本家／作家
	お笑いコンビ・ピースのボケ担当。「芸人一の読書好き」と言われるほどの本好きで、『文学界』2月号に初の中編小説『火花』を発表、純文学デビュー。同誌は文芸誌としては異例の累計4万部を記録、普段文芸誌を読まない10代、20代の若者にも広がった。さらに同作で芥川賞を受賞し、書籍としては239万部を突破、芥川賞受賞作品として歴代一位を記録。純文学界の活性化に寄与するとともに、幅広い年代に「本」の魅力を伝えるエバンジェリストとして活躍している。



	
	松岡修造
	元プロテニス選手／テニス指導者／

タレント／スポーツキャスター
	持ち前のハイテンションが人を惹きつけ、試合解説やスポーツ番組に独特の魅力を添える松岡修造氏。「ケイ！」と呼んで少年時代から指導し、可愛がってきた錦織圭の人気を牽引する大きな力となったばかりか、全国的なテニスブームを引き起こすまでに。テニススクールの子供クラスは１年前の５倍以上となり、自身の「修造語録」を中心としたメッセージ入り日めくりカレンダー『まいにち、修造！』は、５０万部と異例のヒットを記録。


	
	吉田忠裕
	ＹＫＫ(株)・ＹＫＫ ＡＰ(株)代表取締役会長　ＣＥＯ
	ファスナー事業で世界一の売上を誇るＹＫＫをはじめとするＹＫＫグループのリーダー。同社は事業を進めるにあたり、社会との共存に重きを置く「善の巡環」を社是としている。また、７１か国で事業を展開、グローバル化に伴い「公正」「フェアネス」という概念を新たに経営理念の中心に据え、様々な価値観、慣習を持つ人との共生を図っている。地方創生の観点から、北陸新幹線開業を機に黒部市への本社機能一部移転を発表、自ら住宅や保育所の整備に踏み切り、話題を呼んでいる。


	
	リーチ・マイケル
	ラグビー日本代表キャプテン


	日本ラグビーワールドカップの４戦３勝の歴史的成果は世界を驚かせただけでなく、日本人全てに努力と献身と連帯心の大事さを思い出させてくれた。 五郎丸選手など活躍もあるが主将のリーチマイケルこそ、エディー・ジョーンズHCの４年に亘る猛練習に耐え『ジャパン・ウェイ』を体現した最大の功労者。15歳でNZより来日、札幌山手高校‐東海大‐東芝と進み12年日本女性と結婚、13年日本国籍取得、14年日本代表主将に就任。そして15年9月19日、世界が驚く奇跡を起こした。

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


【追加推薦】

	氏　名
	所　属
	推　薦　理　由

	
	
	

	
	
	

	
	
	


ＦＡＸ　（公社）日本パブリックリレーションズ協会

０３－５４１３-２１４７

Email:mail@prsj.or.jp
	ご 氏　名　

	貴 社 名　　


(公社)日本パブリックリレーションズ協会　行

2015年度「日本ＰＲ大賞 シチズン・オブ・ザ・イヤー」推薦用紙

【定　義】
長年にわたり社会や業界の発展に寄与し、奨励に値する実務を実践した上で、広報・ＰＲの観点からもその独創性が顕著である人、またはそのグループを表彰する。

※　以下8項目から、受賞にふさわしい方（企業・団体）3つ以内を選び、左の欄に◯を付けてください。
※ 以下の受賞候補者以外にどなたか推薦する方がいらっしゃいましたらお名前と推薦理由を書いて

　　ご返信ください。なお、協会会員及び協会会員とビジネス関係にある個人・グループは対象外とします。
締 切 日 ： 2015年10月30日（金）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（順不同・敬称略）

	
	受 賞 候 補 者
	推　薦　理　由

	
	弘田昭彦
	浅草花やしき　代表取締役社長
	江戸時代からある日本最古の遊園地。60年前のローラーコースターが今も現役で走っている。「世界一狭い遊園地」を逆手に取り総合娯楽場化を推進。アトラクション以外にも、野外リングのプロレス、バーベキューが堪能できる「BBQガーデン」、忍者体験道場、花魁道中、お座敷芸体験ショーなど各種イベントを展開し、大規模なテーマパークとは違った魅力で入園者数が増加。インパウンド需要に対応し、地元浅草の活性化にも貢献。

	
	鳥塚　 亮
	いすみ鉄道（株）　代表取締役社長
	万年赤字で廃業寸前だった鉄道会社を救った社長。2009年の社長公募で123名の中から選ばれた。以来、訓練費用自己負担運転士の採用、「ムーミン列車」「伊勢海老特急」「お刺身列車」などの運行、「枕木オーナー制度」「車両オーナー制度」「車両サポーター制度」の導入、そして「房総のけむり饅頭」「い鉄揚げ」などの商品を次々に投入。ユニークなPR戦略で同鉄道の廃業を救うとともに、町おこしにも貢献している。

	
	神奈川県立

川崎図書館
	
	開館当初より会社史、経済団体史、労働組合史などの収集に力を入れ、現在、国内最大規模の約1万6,000点の社史を所蔵。質・量ともに全国有数の社史コレクションとなっている。また、資料は社史室で公開しており、誰でも自由に書架から手にとって閲覧できる利便性もこの図書館の特長。社史類がこれだけまとまって使いやすく提供されている例はなく、広報関係者ばかりでなく、県外からも多くの人が調査研究のために来館している。

	
	山内道雄　
	島根県海士町　町長
	「財政再建団体へ転落する」と称された島を、徹底した改革を行う一方、地元の魚や牛のブランド化を図り東京に進出し産業創出。また過疎化が進む中、島人口2400人の1割を本土の生産人口（20歳～40歳）から移住させ過疎化に歯止めをかけた。廃校寸前だった高校も本土から生徒を迎え教室数を増やすなど、行財政・産業の構造改革や島民の意識改革を通して活性化と魅力づくりに成功し、今や過疎化対策のトップランナーとして全国から1400人（2012年）視察者を迎えるほど。

	
	「ず～まだんけ」

（コダマンとイージー）
	“KENDAMA”パフォーマンスユニット
	今、けん玉が若者や世界で大ブレーク。その牽引者が「ず～まだんけ」の二人。単なるおもちゃだったけん玉に音楽とダンスをアレンジし新たなストリートカルチャーの世界を作った。その演技を全国各地で披露し、ＴＶや雑誌、YouTubeやＳＮＳで数多く紹介され急速に国内外に普及。今や競技人口は国内400万人、海外100万人にまで成長。欧米ではプロも誕生し、昨年には日本で第1回世界大会が開催されるなど、日本のけん玉を世界の若者に広めることに大きく貢献した。

	
	ニッカウヰスキー余市蒸留所
	
	ニッカウヰスキーを創業した竹鶴政孝が、ウイスキーづくりを学んだスコットランドに酷似した気候風土を発見し建設した日本で２番目のウイスキー蒸留所。早くから工場見学を受け入れており、ＮＨＫ朝ドラ「マッサン」効果で見学客が急増、ウイスキー人気の復活にも貢献した。登録有形文化財にも認定されている。見学客の評価も高く“行って良かった工場”№１や、観光名所の“サーティフィケイト・オブ・エクセレンス”に選ばれた。

	
	日本高等学校

野球連盟
	
	全国中等学校優勝野球大会が開始されてから今年で100年。高校球児が地元の声援を受け、ひたむきに白球を追いかける姿は、数々のドラマを生み部活動の枠を超えて文化となっている。100年の節目となる今年の夏の甲子園は、戦後70年とも重なり、戦争で中断された時代も含めこれまでの歴史を振り返り、次の100年につなげる大会として、多くの注目を集めた。8月末には夏の甲子園で活躍した選手らが日本で初開催となるＵ18ワールドカップに出場し、準優勝の快挙を挙げた。

	
	弘前市役所　
	ひろさき魅力プロデュース室　弘前石垣修理事業
	青森・弘前城の天守を移す100年ぶりの大工事にあたり、市は工事そのものを観光の目玉にした企画を次々と仕掛けた。9月には工事のハイライトとして、「人力で天守を動かす」前代未聞の曳家（ひきや）を実施。4千人がロープを引き、入園者は昨年の2倍を超えた。この試みは国内外で予想以上の反響を呼び、米NYタイムズでも取り上げられた。また、全国12都市による「現存12天守同盟」を結成、外国人の呼び込みをリード。


【追加推薦】
	氏　名
団体名
	所　属
	推　薦　理　由

	
	
	

	
	
	

	
	
	


ＦＡＸ　（公社）日本パブリックリレーションズ協会

０３－５４１３-２１４７

 Email:mail@prsj.or.jp
	ご 氏　名　

	貴 社 名　　


2015年度　日本ＰＲ大賞


「パーソン・オブ・ザ・イヤー」「シチズン・オブ・ザ・イヤー」


会員投票及び推薦のお願い








